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当製品を安全に、また正しくお使いいただくために必ず本
取扱説明書をお読みください。誤った使いかたをすると、
事故を引き起こす恐れがあります。
お読みになった後も必ず製品に近接して保存してください。
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このたびはコバシローターをお買い上げいただきましてありがとうございました。

この取扱説明書は、コバシローターの性能を十分に発揮させ、より安全で快適な農作業をしていただ

くためにも、ご使用前によくお読みいただき、正しい取扱いをしてくださるようお願いいたします。

又、コバシローターを他の人に貸出しされる場合には、この取扱説明書も併せて貸出していただき、

正しい取扱いをしていただくようにご指導をお願いいたします。

なお、本製品については、不断の研究成果を新しい技術としてただちに製品に取り入れておりますの

で、お手元の製品と本書の内容が一致しない場合もありますが、あらかじめご了承ください。

はじめに

！ 安全作業のポイント
◎安全な作業をしていただくためには、まず機械の使い方を十分理解し、正しい取扱いをす

ることが基本となります。

◎この取扱説明書では、特に、重要と考えられる取扱い上の注意事項について、次のように

表示しています。

必ずお読みいただいて事故のない安全な作業をしてください。

危険…その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになるものを
示します。

警告…その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があるもの
を示します。

注意…その警告文に従わなかった場合、ケガを負う恐れがあるものを示します。
取扱上の注意…その警告文に従わなかった場合、機械の損傷を起こす恐れの

ある操作を示します。

コバシローターの使用目的・使用範囲

このコバシローターは水田・畑の耕うん・砕土整地用の作業機です。

使用目的以外の作業や改造などは、決してしないでください。

！ 
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縡　はじめに

１-1 取扱説明書をよく読み、機械の使い方をよく

覚えてからご使用ください。

トラクタの取扱説明書もあわせてよくお読み

ください。

機械の操作を知らずに使用するとたいへん危

険です。

１-2 取扱説明書は、いつでも読めるように、機械

と一緒に大切に保管してください。

１-3 機械を他人に貸出しさ

れる場合は、取扱説明

書も併せて貸出してい

ただき、正しい取扱い

をしていただくように、

指導してください。

１-4 適応トラクタ以外への装着の禁止

主要諸元表に適応トラクタ馬力を表示してい

ますので熟読の上、適応馬力内のトラクタに

装着してください。特にトラクタ馬力が小さ

い場合はトラク

タとの重量バラ

ンスが悪くなり

事故の原因とな

ります。

１-5 服装には注意を払いましょう

作業中の服装は、ヘルメット、丈夫な手袋、

すべらない靴、キチンとした作業服を着用し

てください。だぶついたズボンや上着など、

回転部分に巻き込まれやすい服装は、たいへ

ん危険です。ボタンもキチンととめましょう。

１-6 次のような状態では、運転しないでください。

漓 飲酒運転

滷 いねむり運転

澆 病気や薬物の作用で正常な運転ができな

いとき

潺　若年者

潸　妊娠中の方

機械の操作に十分熟練し、必要な運転免許証

を携帯し、心身

ともに健康な状

態で運転してく

ださい。

１-7 共同作業者がある場合は、動作ごとに合図を

徹底しましょう。

１-8 使用目的以外の作業や、機械の改造は事故の

発生、又は、機械の故障の原因となりますの

で、決してしないでください。

縒　作業の前に
２-1 機械の点検を

各部のボルト、ナットなどのゆるみや、ピン　

の脱落がないか確認してください。作業中に

ボルト、ナット、ピンなどが外れますと、作

業機やトラクタの破損の原因及び事故の原因

となります。

縱 トラクタへの着脱
３-1 作業機の着脱及び調整は、平坦で十分な広さ

があり地盤のしっかりした場所で行いましょ

う。特に夜間の作業機の着脱は、安全で適切

な照明を用いる等、安全に留意して行ってく

ださい。
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安全に作業するために
安全に作業していただくために次のことを守ってください。
もし怠ると…傷害事故又は人身事故を引き起こすことがあります。
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３-2 トラクタを移動して作業機を装着する場合に

は、トラクタと作業機の間に人が入らないよ

うに注意してください。

３-3 トラクタと作業機の着脱に際しては、いつで

も逃げられる安全な態勢で操作し、このとき

トラクタは必ずブレーキで止めておいてくだ

さい。

３-4 二人以上で着脱を行う場合は、互いに合図し

あいましょう。

３-5 ジョイントのノックピンが、確実にPTO軸溝

に、又作業機入力軸溝にはまったか確認して

ください。

３-6 取付各部のトメピンが全て確実に装着されて

いるか確認してください。

縟 防護カバー類の取付け
４-1 ジョイントをはじめ、作業機のセフティカ

バー防護カバー類は必ず取付けてください。

縉 装着時の前後バランスの確認
５-1 作業機とトラクタとのバランスの確認

作業機を装着すると機体の長さや幅が大きく

なり、重量バランスが変わります。確認の上

トラクタの前輪に20％以上のウエイトがかか

るように、フロントウエイトを取付けてくだ

さい。なお、作業機に泥が付着して、重くな

る場合もありますので注意してください。又、

アタッチメント等を取付けて使用される場合

もバランスの確認を行い、フロントウエイト

を取付けてください。

５-2 作業機に他のアタッチメントを取付ける場合

は、事前に必ずアタッチメントの取扱説明書

を良く読んでください。

縋　トラックへの積み・降ろし
６-1 積み・降ろしの場所は平坦で安全なところを

選びましょう。

６-2 すべり止めをした丈夫なアユミ板を確実に固

定してください。傾斜角度、平行度を確認し

てください。

６-3 トラックは移動しないようにしっかりと車の

サイドブレーキをかけてください。

６-4 トラクタの左右のブレーキペダルを連結し、脱

輪しないように注意してください。又途中でク

ラッチを切ったり、変速を中立にしないでく

ださい。低速で積み・降ろしをしてください。

６-5 作業機を装着しての積み・降ろしはトラクタ

の重量バランスが変わります。泥の付着等も

あり、十分注意して行ってください。

６-6 折りたためる作業機は折りたたみ、エクステ

ンションエプロンもたたみ、トラックの荷台

よりはみ出さないように注意し、強度が十分

あるロープで確実に固定してください。
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縢 一般走行
７-1 トラクタは作業機を装着して公道を走行でき

ません。

（道路運送車両の保安基準）

作業機を装着して走行すると、他の車や電柱

等に引っかけて事故の原因になります。

７-2 トラクタ・作業機には運転者以外の人を乗せ

ないでください。

７-3 左右のブレーキペダルを連結して走行してく

ださい。

７-4 作業機の回転を止めて走行してください。

７-5 作業機の落下速度調節レバーを締めて、必ず

油圧ロックをして走行してください。

７-6 必要以上の高速運転、急発進、急ブレーキ、

急旋回をしないでください。

７-7 旋回するときは、作業機に人や物が接触しな

いように注意してください。

７-8 作業機は左右がトラクタの機体幅より広いた

め、走行時は十分注意してください。移動時

は作業機の折りたためる箇所は折りたたみ走

行してください。又スタンドがついている場

合も必ず外してください。

７-9 路肩に草が茂っている所を走行するときは特

に路肩の強度に気を付けてください。

７-10 坂道では、クラッチを切ったり、変速を中

立にしないでください。

７-11 坂道では、スピードを落とし、低速で走行

してください。

７-12 坂道では、エンジンブレーキを使用し、急

ブレーキをかけないでください。

繆 圃場への出入り

８-1 圃場に入るときは、必ず前進で速度を下げて、

うねや段差に対して直角に進んでください。

８-2 圃場から出るときは、傾斜しているうねは

バックで上るか、又は丈夫なアユミ板を使用

してください。

８-3 うねや段差に対して斜め方向に進むと、横滑

りや転倒する危険があります。作業機を低く

して重心を下げ、直角に進めてください。

繦 作業をしているとき
９-1 いねむり運転、わき見運転をしないようにあ

らかじめ体調を整えてください。

3
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９-2 回転部分等、動く所には触れないでください。

９-3 作業中は、まわりに人を近寄らせないでくだ

さい。特に子供には十分注意してください。

補助作業者がある場合は、動作ごとに合図を

かわしてください。

９-4 運転者が運転位置をはなれて作業機を調整す

る場合、又、爪軸等への草やワラのからみ付

きを取りのぞく場合等は、必ずトラクタの駐

車ブレーキをかけ、又、エンジンを停止し、

かつ、PTO軸への動力の伝導が絶たれている

ことを確認した上で行ってください。

９-5 作業機の下にもぐったり、足をふみこんだり

しないでください。

９-6 作業機のカバーは、土礫が飛散しないように

調節してください。

９-7 ぬかるみにはまっても作業機は絶対に外さな

いで、他の車に引き上げてもらってください。

牽引点は低くしてください。

縻 作業中の点検
10-1 作業機の点検を行うときは、トラクタの駐車

ブレーキをかけ、又、エンジンを停止し、か

つ、PTO軸への動力の伝導が絶たれているこ

とを確認した上で行ってください。又、油圧

ロックも必ず行ってください。

10-2 点検のために外した安全カバーは、必ず元の

通りに取付けてください。

10-3 ラジエータ、マフラは高温になりますので、

ヤケドに注意してください。

10-4 点検整備に必要な工具類は、適切な管理を行

い、正しい使用をしてください。

縵 トラクタを止めるとき
11-1 平らな場所に止めてから、作業機を降ろして

エンジンを止め、駐車ブレーキをかけてくだ

さい。

11-2 傾斜地に止める場合は、タイヤに必ず車止め

をしてください。

縹　その他
12-1 作業機指定のPTO回転速度を守ってください。

低速回転用の作業機を高速回転で使用すると

作業機が異常作動し危険です。

12-2 トラクタのエンジン始動時は、作業機が下

がっていることを確認してください。

作業機が不意に下がることもあり危険です。
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安全ラベルの取扱い 
1 いつも汚れや泥をとり警告がハッキリと見えるようにしてください。

2 安全ラベルが損傷したり破損した時は、新しいものと交換してください。

3 安全ラベルを貼ってある部品を交換した時は、必ず新しい部品に、取外した部品と同じ場所に
安全ラベルを貼ってください。

コバシローターには、次の安全ラベルが貼ってあります。よくお読みになって、理解した上で作業
してください。

③ 
①② 

危 険 

蘆 エンジンまたはジョイントが回 
転中は、体を近づけないでくだ 
さい。 
蘆 巻き込まれて死傷する恐れがあ 
ります。 9992127 

② コードNo.9992126
危 険 

蘆 セフティカバーは 、 
常に装着して使用して 
ください 。 
蘆巻き込まれて 、 死傷す 
るおそれがありま す 。 

9992126

① コードNo.9992127

③
注 意 警 告 

転落事故を防ぐためには、 
　発進や登坂時にトラクタの 
　前輪が浮き上がらないように 
　充分な前部ウエイトを 
　取付けてください。 

 　装着する時には、特に 
　バランスを注意するとともに、 
　アタッチメントの取扱説明書を 
　よく読んで、適切な処置や 
　調整を行ってください。 

 

コード No.9993689

警 告 

ロータリの回転部に接触すると、 
ケガをするおそれがありますので、 
回転部に近づかないでください。 

使用前に取扱説明書をよく読んで 
安全で正しい作業をしてください。 

１．作業機を着脱するときは、トラクタと作業機の間に立たないでください。 
２．エンジン始動時や作業中は、周囲の安全を確認し、人がいないか、 
　　特に子供には注意し、近づけないようにしてください。 
３．作業機の上に人を乗せないでください。 
４．点検整備時には、必ずエンジンを止め、駐車ブレーキをかけて、 
　　油圧降下防止用ストップバルブを締めてください。 
　　また、絶対に作業機の下にはいって作業をしないでください。 
５．ジョイントのノックピンが確実にロックされていることを確認してください。 

9993689

安
全
頁
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縡 保証書について

コバシローターには保証書が添付してあります。保証書はお客様が保証修理を受けられる際に必要

となるものです。保証内容は保証書をご覧ください。お読みになった後は大切に保管してください。

縒 アフターサービスについて

機械の調子が悪いときに点検、処置してもなお不具合があるときは、下記の点を明確にして、お買い上

げ頂いた販売店、農協、弊社営業所までご連絡ください。

その際

蘆機械の型式名と製造機械番号

蘆ご使用状況（作業速度、回転速度はいくらで、どんな作業をしていたときに）

蘆どのくらい使用されましたか（約○○アール・約○○時間使用後）

蘆不具合が発生したときの状況を、できるだけ詳しくお教えください。

サービスと保証について 

製造機械番号 

補修用部品の供給年限について
この製品の補修用部品の供給年限（期間）は、製造打切り後９年といた

します。

従いまして、その後のご注文に対しては、在庫限りの供給とさせていた

だきます。

純正部品を使いましょう
補修用部品は、安心してご使用いただける純正部品をお買求めください。

市販類似品をお使いになりますと、機械の不調や、機械の寿命を短くす

る原因になります。
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各部の名称

ホイルゲージR

マッドシールド
（DXのみ）

フレームパイプR シールドカバー フレームパイプLマスト

珈 前ゲージ輪

シールドカバーゴム
（DXのみ）

ホイルゲージL

ギヤ－ケース コンプレッションロッド 

チェンカバー

チェンケースシューズ 

エクステンションエプロンL

エクステンションエプロンR

エプロン 

KJM・KJL

サイドシールド

サポートアーム

サポートシューズ

スタンド



8

玳 尾輪仕様

チョウセイパイプ

サポートアーム

マスト

スタンド

サポートシューズ

KJM・KJL

サイドシールド

リヤーヒッチツールバー

フレームパイプL
フレームパイプR

シールドカバー

ギヤーケース

エクステンションエプロンR

エクステンションエプロンL

エプロン

コンプレッションロッド

チェンカバー

チェンケースシューズ



開梱

ロータリーは、木枠梱包されていますので開梱

してください。

珈 前ゲージ輪
下記の部品が本体と分かれていますので、組付

けてください。

１．マストの取付け

ギヤーケースに仮止めしてあるボルト4本を

メガネレンチを使用し、マストを取付け強く

締め付けてください。

２．コンプレッションロッドの取付け

ザガネ、スプリングシタの順にコンプレッシ

ョンロッドに組み、コンプレッションブラケ

ットに通します。そこにスプリングウエ、ワ

ンタッチホルダを組み込み、フレームパイプ

にテーラピンで連結してください。

取扱上の注意
１．コンプレッションロッド組付け時にはコ
ンプレッションブラケットのロックピン
を上向きにした状態で行ってください。

２．コンプレッションロッドにはエプロンは
ね上げロックのための穴が開いていま
す。
フレームパイプに連結する時にはこの穴を
うえ向きにしてください。

9

注意
開梱する時は、丈夫な手袋を着用して行

なってください。

木枠梱包には、スクリュウクギが使用さ

れています。クギの踏み抜きなどないよ

うに注意して開梱してください。

ロータリーの組立

！ 

部 品 名 数量 摘 要

１マスト

2コンプレッションロッド一式

１ 4S,  3S のみジョイント

１ 4S,  3S のみオートヒッチ

コンプレッションロッド フレームパイプ 

テーラピン 

ワンタッチホルダ 

スプリングウエ 
スプリングシタ 

コンプレッションブラケット 

ザガネ 
 

マスト ボルトM12×25  8T(4本)

KJM・KJL

ロックピン上向き 

差込方向 

フレームパイプ連結 

穴上向き 



玳 Ｒ.V ( 尾輪 ) 仕様
下記の部品が本体と分かれていますので、組付

けてください。

１．マスト＋チョウセイネジの取付け

ギヤーケースに仮止めしてあるM12×25（8T）

のボルト4本を（19）のメガネレンチを使用

し、マストを取付け強く締め付けてください。

２．リヤーヒッチ＋ツールバーの取付け

フレームパイプにリヤーヒッチをピンで連結

してください。

次に、チョウセイネジとリヤーヒッチをピン

で連結してください。

３．コンプレッションロッドの取付け

ザガネ、スプリングシタの順にコンプレッシ

ョンロッドに組み、コンプレッションブラケ

ットに通します。そこにスプリングウエ、ワ

ンタッチホルダを組み込み、フレームパイプ

にテーラピンで連結してください。

取扱上の注意
１．コンプレッションロッド組付け時にはコ

ンプレッションブラケットのロックピン
を上向きにした状態で行ってください。

２．コンプレッションロッドにはエプロンは
ね上げロックのための穴が開いていま
す。
フレームパイプに連結する時にはこの穴を
上向きにした状態で行ってください。

10

部 品 名 数量

１

摘 要

4S,  3S のみ

１セットマスト＋チョウセイネジ

1リヤ－ヒッチ

1ツールバー

2コンプレッションロッド一式

１ 4S,  3S のみジョイント

オートヒッチ

マスト
ボルト
M12×25 8T(4本)

KJM・KJL

チョウセイネジ

フレームパイプリヤーヒッチ

コンプレッションロッド フレームパイプ 

テーラピン 

ワンタッチホルダ 

スプリングウエ 
スプリングシタ 

コンプレッションブラケット 

ザガネ 
 



ジョイントの取付準備と取付方法

11

取扱上の注意
長過ぎるジョイントを装着しますとトラク
タのPTO軸と作業機の入力軸を突き破損さ
せます。又、短すぎますと、ジョイントの
カミ合わせが不足してチューブが破損しま
す。

お願い 標準のジョイントがトラクタに

よっては、長い場合があります。トラクタ別装

着表（47～53）を参照し、切断長さを確認の

上、チューブとセフティカバーのオス側メス

側を切断してください。

珈　切断方法
１．長い分だけセフティカバーをオス、メス両方

切りとります。

２．切りとったセフティカバーと同じ長さでチュ

ーブをオス、メス両方切断します。

３．切り口をヤスリでなめらかに仕上げ、切り粉

を取除き、グリスを塗布して、オス、メスを

組みあわせます。

ロックピン上向き 

差込方向 

フレームパイプ連結 

穴上向き 



４．ジョイント切断時にセフティカバーを取外し

た場合は、必ずジョイントに外したセフティ

カバーを取付けてください。

玳　取付方法
１．ジョイントのノックピンを押しながら軸に挿

入、軸の溝にノックピンをはめ込み抜け止め

をします。ノックピンが正確に軸溝にはまっ

ているか確認してください。

ピンの「頭が10袢以上」出ているか、トラ

クタ側と作業機側のノックピンを確認してく

ださい。

２．広角ジョイントの取付方法

３セットの時に、広角ジョイントを取付ける

場合には、必ず広角側をトラクタＰＴＯ軸に

取付けてください。

珎 長さの確認
１．トラクタ３点リンクにオートヒッチを取付け、

トップリンクの長さを指定の長さに調節して

ください。

（３セットの場合は、作業機を装着してから

次の確認を行います。）

２．油圧をいっぱいに下げて、４セットジョイン

トをセットしてください。

３．徐々に油圧を上げて、ジョイントが縮んだ状

態でも、軸を突かないことを確認してくださ

い。

４．油圧を上下してカバーのスキマを確認してく

ださい。

５．ジョイントセフティカバーのチェンを固定し、

回り止めをします。この時油圧をいっぱい下

げてもチェンが緊張しなようにたるみを持た

せてください。

12

10㎜以上出ている 
のが正常です 

最伸時80mm以上の重なり 

最縮時25mm以上の間隔 

トラクタPTO軸側 作業機入力軸側
チェン 



玻 入力軸セフティカバーの取付け

危険
セフティカバーを取外して使用すると、死

傷することがありますので、必ず取付けた

ままで使用してください。

珈 装着前の準備
１．トラクタの準備

本機の装着方法は標準３点リンク式のヒッチ

です。もしトラクタに特殊３点リンク式のロ

ータリーを装着されている場合は、トップリ

ンクブラケットを外し、トップリンクを標準

３点リンク用の長いトップリンクと付け替え

てください。又、ドローバーがジョイントに

干渉する場合は、ドローバーの位置を変える

か取外しをしてください。

取付位置は本書のトラクタ別装着寸法表

(Ｐ47～53) を参照の上、トップリンク長さや

リフトロッド位置を確認、取付けてください。

*

２．オートヒッチアームの準備

４セットの場合

オートヒッチアームにジョイントをセットす

るサポートプレート、及び、ボルトが確実に

取付けてあることを確認してください。

３セットの場合

サポートプレート、ボルトがないことを確認

してください。

13
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セフティカバー

トラクタへの装着と取外し

トップリンク 

ロアーリンク右 ロアーリンク左 

チェックチェン リフトロッド 

オートヒッチ 

ボルト サポートプレート 

TCジョイントの場合 

KUCジョイントの場合 



３．トラクタへのオートヒッチアーム取付け

注意
トラクタの駐車ブレーキをかけ、又、エン

ジンを停止し、PTO軸への動力が切れてい

ることを確認してから作業してください。

漓　トラクタのポジションコントロールレバー

を下げ、ロアーリンクをいっぱいまで下げ

ます。トラクタのＰＴＯ軸にジョイントの

広角側を取付け、作業機入力軸側は地面に

置いてください。

滷　オートヒッチをトラクタのトップリンクに

取付けます。

トップリンクピンはトラクタの付属品を使

用してください。

澆 左右のロアーリンクにオートヒッチのロ

アーリンクピンを取付けてください。トラ

クタの３点リンク規格により、内側セット

と外側セットがありますので規格に合わせ

てセットしてください。

JIS  0  ……… 内側セット

JIS  1  ……… 外側セット

潺 トラクタのＰＴＯ軸にジョイントの広角側

を取付けます。

潸　ジョイントのラベル面を上にし、手でジョ

イントを折り曲げ、軸の細い部分からサポ

ートプレートの長穴にセットしてくださ

い。（４セットのみ）

14
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作業機入力軸側

オートヒッチ 

ロアーリンク サポートプレート（4Sのみ） 

ロアーリンクピン（0形） 

ロアーリンクピン（Ｉ形） 

ラベル サポートプレート 



澁 ジョイントセフティカバーのチェンを固定

し、回り止めをしてください。

澀 チェックチェンを張ってオートヒッチをト

ラクタの中心に合わせてください。

また、ロアーリンクの左右の高さも均等に

してください。

注意
装着が終わりましたら、各部のトメピンや

トップリンクピンの抜け止めが確実になさ

れていることを確認してください。

玳 トラクタへの装着

注意
１．点検は平坦で十分な広さがあり地盤のし

っかりした場所で行ってください。

２．夜間の場合は適切な照明を用いてくださ

い。

３．トラクタと作業機の間には人が入らない

よう注意してください。

４．二人作業の場合は互いに合図しあって作

業をしてください。

１．作業機の装着姿勢

漓　前ゲージ輪の穴位置を上から４～６番目の

位置にして、作業機を前傾姿勢にしておき

ます。

滷　ワンタッチホルダをコンプレッションロッ

ドの一番下の溝にセットします。

澆　スタンドを使用するときは、ロータリーの

角パイプ部分にスタンドを横から差し込み、

ロックピンを差して止めます。

15

チェン 

HY
PER

 RO
TOR

ロックピン

！ 

！ 

チェックチェン 



２．オートヒッチフックのロック解除

装着前に、ロックピンを引いて、イラストの

ようにロックが解除される位置へセットして

ください。

レバーをトラクタ側に倒し、フックが開いた

状態にしてください。

注意
レバーを倒した状態にしたまま、油圧を上

下しますとレバーとトラクタが干渉する場

合がありますので、干渉に注意して装着を

行ってください。

干渉する場合は、干渉しない位置まで下げ

てからレバーを操作してください。

３．作業機の装着

・バックしてヒッチを合わせる

トラクタのＰＴＯの変速はニュートラルにし

ておいてください。

オートヒッチを下げて、トラクタをゆっくり

作業機に近づけ、作業機のマスト先端とオー

トヒッチのトップを合わせます。

この時トラクタと作業機が直角になるように

してください。

４．フックを合わせてリフトアップ

ポジションコントロールレバーを「上げる」

にして、作業機をゆっくりとリフトアップす

ると、オートヒッチのロアーピンとジョイン

トのクラッチ部は自動的に接続されます。ジ

ョイントが噛み合わなかったりした場合は、

ポジションコントロールレバーを下げて一度

前進、再度最初からやり直してください。

16
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マスト 



５．フックを閉じてロック

オートヒッチアームのフック部に作業機のガ

イドカラーが両方とも入っていることを確認

してから、オートヒッチアームのレバーを作

業機側に倒してフックを閉じます。

レバーについているロックピンをイラストの

ようにオートヒッチアームのロックプレート

の穴に挿入して、不用意に作業機が外れない

ように確実にロックしてください。

６．スタンドの取外し

スタンドを固定しているロックピンを抜き取

り、ロータリーの角パイプ部分からスタンド

をスライドさせて取外してください。

取外した後に作業機をゆっくり上下させ、干

渉等の確認をしてください。

７．広角ジョイントの取付方法

３セットの時に、広角ジョイントを取付ける

場合は、必ず広角側をトラクタＰＴＯ軸に取

付けてください。

ジョイントセフティカバーのチェンを固定

し、回り止めをします。このとき作業機をい

っぱい下げてもチェンが緊張しないようにた

るみを持たせてください。

危険
セフティカバーを取外して使用すると、死

傷することがありますので、必ず取付けた

ままで使用してください。

17

トラクタＰＴＯ軸側 作業機入力軸側
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セフティカバー

ロックピン



取扱上の注意
１．最初の装着時には、作業機をゆっくり上

げながら、トラクタと作業機が干渉しな

いか確認してください。特に、キャビン

付きトラクタの場合には、背面のガラス

を割らないように注意してください。

２．トラクタによっては、スイッチひとつで

自動で最上部まで上昇する機構がありま

すが、必ず手動で干渉の有無を確認して

から使用してください。

又、作業機が勢いよく上がるため10袍以

上の余裕を持って上げ規制をしてください。

３．ポジションコントロールレバーを徐々に

上げて、ジョイントが一番縮んだ状態で

もジョイントが突かないことを確認して

ください。

４．トップリンクやロアーリンクの取付位置、

及びリフトロッドやトップリンクの長さ

を変えた場合にも干渉の有無を確認して

ください。

５．左右の水平調節についても注意してくだ

さい。

珎 装着後のトラクタとの調整
１．チェックチェンの調整（左右の振れ）

作業機を持ち上げた状態で、作業機の入力軸

とトラクタのＰＴＯ軸を合わせて、左右の横

振れを確認して、横振れが10袢以内になるよ

うに、左右均等にチェックチェンを張ってく

ださい。

２．トップリンクの調整（前後の傾き）

トップリンクはトラクタ別装着表（P47～53）

を参照してください。

注意
トップリンクの調整は、作業機を接地させ

て行ってください。トップリンクが抜けて

作業機が落下することがあり、危険です。

３．リフトロッドの調整（左右の水平）

作業機を持ち上げ、後方より見て左右が水平

になるように、トラクタのレベリングハンド

ル、又は、油圧スイッチを操作し、調整して

ください。

４．ジョイントの異音について

ジョイントは作業機の入力軸と直線に近いほ

ど異音は少なくなります。

取扱上の注意
作業機を最上位置に上げた状態で回転させ

ますと、異音が発生し、ジョイントに無理

がかかり、損傷の原因になります。

回転しても、振動や、音が出ない位置にポ

ジションコントロールレバーのストッパー

をセットしてください。

18

チェンケース トップリンク 
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玻　トラクタからの取外し

注意
作業機を取外す場合は、平坦で地盤のしっ

かりした所で、装着のためのスペースが十

分とれる所で行ってください。

１. ホイルアームの調整

蘆前ゲージ輪の穴位置を上から４～６番目の位

置にして、作業機を前傾姿勢にしておきます。

また、ワンタッチホルダをコンプレッション

ロッドの一番下の溝にセットしてください。

蘆スタンドを使用するときは、ロータリーの角

パイプ部分にスタンドを横から差し込み、ロ

ックピンを差して止めます。

２．オートヒッチフックのロック解除

作業機をリフトアップしてからロックピンを

引いて、イラストのようにロックが解除され

る位置へセットしてください。

レバーをトラクタ側に倒し、フックが開いた

状態にしてください。

注意
レバーを倒した状態にしたまま、油圧を上

下しますとレバーとトラクタが干渉する場

合がありますので、干渉に注意して装着を

行なってください。

干渉する場合は、干渉しない位置まで下げ

てからレバーを操作してください

19
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ロックピン
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３．作業機を下げる

ポジションコントロールレバーを「下げる」

にして、作業機を下げるとロアーフック部は

外れます。次にポジションコントロールレバ

ーを下げながらトラクタをゆっくり前進

させると作業機は外れます。

◆外れない場合は、場所が平坦でないとか、

トラクタがまっすぐ前進していないなどの

原因がありますので、再度動作をやり直し

てください。

20



21

作業機の正常な機能を発揮させるため、又、故障を

未然に防ぐには、機械の状態をいつもよく知ってお

くことが大切です。下記の始業点検は毎日欠かさず

行ってください。

注意
１．点検は平坦で十分な広さがあり地盤のし

っかりした場所で行ってください。

２．トラクタのエンジンを止め、駐車ブレー

キをかけてから行ってください。

３．作業機を地面におろしてから行ってくだ

さい。作業機を持ち上げた状態で点検す

る必要がある場合は、油圧をロックし、

落下防止をするとともに、台などを耕う

ん軸の下に置き、作業機が絶対落下しな

いようにしてから行ってください。

珈 各部のボルト・ナットのゆるみ
各部のボルト・ナット類に緩みはないか、増し

締めしながら点検してください。特に耕うん爪

取付ボルトは緩み易いので点検が必要です。

尚、新品の場合は使用１時間で点検を行ってく

ださい。

又、ピン類も全てそろっていることを確認して

ください。又、リンチピンのリングが確実にロ

ックされていることを確認してください。

玳 ジョイントへのグリスアップ
ジョイントの各部にグリスアップしてください。

漓　グリスニップル

滷　スプライン

珎 ギヤーケースのオイル量
オイルゲージを抜いて先端をきれいにふき、再

び差し込み、ゲージの切り込み線までオイルが

あるか確認してください。入っていないときは

補給が必要です。（ギヤーオイル＃90）

オイル量の点検はロータリのPICシャフトを水平

にして行ってください。

作業前の点検

リング 

ロック 

オイルゲージ（給油口）

！ 

チューブ

KJM・KJL



玻　チェンケースのオイル量
検油ボルトを外してオイルが出るか確認してく

ださい。出ない場合は補給が必要です。

（ギヤーオイル＃90）

検油口以上はオイルを入れないでください。

珀　サポートハウジングのオイル量
給油口のプラグを外し、油量が軸心から給油口

までの範囲であるか確認してください。ない場

合は補給が必要です。（ギヤーオイル＃90）

珥　ジョイントのノックピン
ノックピンが正確に軸溝にはまっているか確認

してください。ピンの「頭が10袢以上」出て

いるか、トラクタ側、作業機側のノックピンを

確認してください。

珮　空転、暖機運転
作業前には空転させ、各部より異音が発生して

いないか確認してください。又、暖機運転を５

～10分行ってください。
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10袢以上出ている
のが正常です

検油ボルト

ドレンボルト

給油口

給油プラグ



警告
１．移動の際は、エクステンションエプロン

をたたんでください。

２．移動の際は、作業機を持ち上げ、油圧

ロックをし、作業機の回転を止めてくだ

さい。

又、チェックチェンも確実に張れている

か確認してください。

３．トラックヘの積み込み、坂の登りに、ト

ラクタの前輪が浮き上がるとハンドルが

利かず危険です。フロントウエイトを着

けて作業機を下げて登ってください。

４．前後、左右に気をくばり、安全を確認し

ながら走行してください。高速運転、急

発進、急ブレーキ、急旋回はしないでく

ださい。

５．圃場に入るときは、必ず前進で速度を下

げて、畦や段差に対して直角に進んでく

ださい。畦畔が高い時は、丈夫で滑り止

めのあるアユミ板を使用し、傾斜角が14

度以下になるようにしてください。

注意
作業機をトラックで運搬又は、トラクタへ

マッチングしての移動時は、エプロン調整

に使用するワンタッチホルダを可能な限り

エプロンが上下に揺れない位置まで下げて

ください。

【守らないと】

エプロンが上下に大きく揺れ、機体が

破損します。
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！ 

移動、圃場への出入り

！ 

ワンタッチホルダ 



注意
１．運転中は危険ですから、トラクタ及び作

業機の周囲には、補助作業者や、他の人

を絶対に近づけけないようにしてくださ

い。

２．作業機を調整、整備する場合や、爪軸等

への草、ワラのからみ付きを取除く場合

は必ず、トラクタの駐車ブレーキをかけ、

エンジンを停止し、ＰＴＯ軸への動力の

伝達が切れていることを確認した上で行

ってください。

３．畦畔での作業は、作業機を畦に引っかけ

ないように、ゆっくりと注意して行って

ください。

４．傾斜地での急旋回は転倒の危険がありま

す。ゆっくりと注意して行ってください。

珈 作業速度とPTO軸回転速度
（KJM・KJL）

作業目的と土地条件に合わせて、トラクタの車

速とＰＴＯ軸回転速度を決めてください。

PTO１速を基本に作業して、下図は作業の目安

として参考にしてください。

取扱上の注意
１．逆転での作業はしないでください。

２．土地条件に応じた作業速度、ＰＴＯ軸回

転速度、深さを選んでください。

尚、石の多い圃場では、作業速度は遅く

し、ＰＴＯ軸回転速度も下げて使用して

ください。

玳 作業深さの調整
１．ホイルゲージを上下にして希望の耕深を選び

ます。調節はホイルピンをブラケットの上下

２個の穴に差し替えることにより、1.5袍間

隔で耕深を調整できます。

２．オートロータリ装置（オプション）を取付け

た場合とオートロータリ装置付のA仕様の耕

深調節の方法は、トラクタの取扱説明書及び

オートロータリ装置の取付要領書を参照して

ください。

！ 

水田・畑 
 （荒耕し） 

水田・畑 
（細土耕うん） 

強粘土 
（荒耕し） 

PTO1速 PTO2速 PTO3速 

1.0

2.0

ト
ラ
ク
タ
車
速 

（袰 /h） 

PTO軸回転速度 

超細土耕うん 

上手な作業の仕方
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ホイルピン（下穴）

ホイルピン（上穴）



３．オートロータリ作業時の取扱いについて

漓　オートロータリを使用して作業を行うとき

は、上図の様にワンタッチホルダを上から

３番目より下の位置にセットしてください。

1、2番目の位置で使用されますと、センサ

又は、トラクタ本体が破損します。

滷　エプロンをはね上げる場合は、オートロー

タリ金具のリンク部分を取外してください。

珎 エプロンの調整
エプロンを調整することにより使用目的に応じ

たロータリの性能（仕上がり精度、砕土、反転）

を発揮することができます。

１．ワンタッチホルダの取扱い

漓　ロック

下のイラストのようにワンタッチホルダの

コイル部分を上方に向けると、コンプレッ

ションロッドの溝にロックされます。

滷　解除

下のイラストのようにワンタッチホルダの

コイル部分を横に向けると解除され、コン

プレッションロッド上をスライドさせるこ

とができます。

2. 一般耕うん

ワンタッチホルダを上から1番目～３番目の

溝にセットし、上側のスプリングを弱めにき

かせ、エプロンで押さえ過ぎないようにしま

す。

３. 砕土耕うん

ワンタッチホルダを上から４番目～７番目の

溝にセットし、上側のスプリングをきかせ、

エプロンの押さえを強くします。
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コンプレッションロッド 

ワンタッチホルダ 
上から３番目 

リンク 

エプロン 

ワンタッチホルダ（ロック状態）

ワンタッチホルダ（解除状態）

ワンタッチホルダ 
 

ワンタッチホルダ 



４．石の多い圃場、湿田、粘土質圃場での耕うん

ワンタッチホルダを最上位置まで上げ、上側

のスプリングをフリーにし、セットピンを下

から２番目～８番目の穴にセットして、エプ

ロンを少し上げた状態にしますと、土はけが

よく所要馬力も少なくなります。

５．エクステンションエプロン

隣接部に盛る土をならす場合などに開いてく

ださい。

６．ミツワリエプロン（オプション、V仕様）

サイドリッジャ・うね立て器などアタッチメ

ントを取付ける場合は、ノブナットをゆるめ、

センタエプロン、エンチョウエプロンを外し

て使用してください。

玻 圃場の回り方
一般的に行われている隣接耕うんです。参考に

してください。あぜ際耕うんにおいては、サポ

ートハウジングがあぜ際（チェンケース側が内

側）になる方向で行ってください。

注意
耕うん作業を行いながらの旋回は行わない

でください。旋回を行うときは、作業機を

持ち上げてください。

破損の原因となります。

また、旋回時は周囲の障害物に注意してく

ださい。（特に、エプロン両端、エクステ

ンションエプロン）
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セットピン

エクステンションエプロン

出 

発 

出
口 

！ 



耕うん爪の取付け
珈　耕うん爪の種類と用途

種　　類 刻印　　　　 回転径 用　　　途

蘆 ハイパーZ爪 HS2590Z 500 一般耕うん砕土用（標準セット）

蘆 S爪 S2510Z 490 プラウ耕後の畑地耕うん、砕土整地用　　　

蘆　L爪　 C2410 490 草地の礫地開墾用

蘆　快速爪　　 QCA21 504 低振動、低馬力で反転すき込み性が良い。

蘆 M爪 M2510 500 固い土壌の砕土用

蘆 快速爪 HS2560（KJM） 500 一般耕うん砕土用（ホルダタイプ標準セット）

蘆 〃 HS2660 510 〃
（KJL）

玳　耕うん爪の取付方法
（スタンダード・C 仕様：フランジタイプ）

注意
１．平坦で十分な広さがあり地盤のしっか

りした所で行ってください。

２．トラクタの駐車ブレーキをかけ、エン

ジンを停止して、油圧ロックを行い、

かつ、台などを作業機の下に置き、作

業機が落下しないようにしてから行っ

てください。

３．エプロンもしっかりと固定して落下し

ないようにしてから行ってください。

４．ボルト、ナットを緩めたり、締め付け

る場合は、24のメガネレンチが確実に

入った状態で作業してください。

５．作業は丈夫な手袋を着用して行ってく

ださい。

蟀爪の交換は、一度に全部外して交換するのでは

なく、一本ずつ外して同じ形状刻印の爪を取付

けていくと、配列の誤りはなくなります。

蟀爪が摩耗してきますと、作業状態が悪くなって

きます。早めにコバシ純正爪と交換してくださ

い。

M14 締付けトルク　117～148N.m

１．スタンダード仕様とC仕様の爪配列と

フランジ枚数

配列は図のように山形配列になります。

漓 滷 澆 潺 澁 潯 潛 澀 

澀 潯 潛 濳 

KJM 160 
 
KJM170 
KJL 170  
KJM180  
KJL 180

潯 潛 濳 潭 KJL 190  
KJL 200  
 

（
チ
ェ
ン
ケ
ー
ス
側
） 

フランジシャフト 
フィードカッタL

HS2590L

フランジシャフトR 
フィードカッタR

HS2590R

（
サ
ポ
ー
ト
側
） 

 

(C仕様：S2510ZL) 
 

(C仕様：S2510ZR) 
 

！ 
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2. 左端フランジへの取付け

耕うん爪Ｒ２本をフランジの外側に内向きに

取付けてください。この場合、フランジ側か

らボルトとＳワッシャを入れ、爪をはさんで

フィードカッタＬで固定します。

3. 右端フランジへの取付け

耕うん爪Ｌ２本をフランジの外側に内向きに

取付けてください。この場合、フランジ側か

らボルトとＳワッシャを入れ、爪をはさんで

フィードカッタＲで固定します。

4. 中間フランジへの取付け

型式（耕幅）によってフランジの数が違いま

す。又、左半分と右半分で爪の取付け方が変

わりますので、次表により、中間フランジに

爪を取付けてください。

【取付け方蠢　左半分】

取付基準穴のところにＲ爪をフランジの左

側に取付けます。

【取付け方蠡　右半分】

取付基準穴のところにＬ爪をフランジの左

側に取付けます。

取扱上の注意
１．爪の配列を誤りますと、異常な振動が発

生したり、又、仕上がりが悪くなったり

しますので注意してください。

２．爪はしっかりと締め付けてください。

新しく交換した場合は、緩みやすいので

作業１時間で増し締めをしてください。

5. 耕うん爪及び取付ボルト本数

スタンダード・C仕様：フランジタイプ）
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M14×40 
 

フィードカッタL

M14×47

M14×40

M14×47

フィードカッタR

取付基準穴 

M14×35

M14×35

取付基準穴 

ローター型式

KJM 160

KJM・KJL 170

KJM・KJL 180

滷 ～ 澁

滷 ～ 澁

澁 ～ 潯
フランジ

澀 ～ 潛

澀 ～ 潛

爪　取　付　方

取付方蠢

滷 ～ 潸
フランジ

取付方蠡

KJL 190 滷 ～ 澁 澀 ～ 濳

KJL 200 滷 ～ 澁 澀 ～ 濳

型　式

耕うん爪
HS2590Z
（C仕様：
S2510Z）
右 左

取付ボルト(P1.5  8T）

KJM 160

KJM 170
KJL  170 (C)

KJM 180
KJL  180 (C)

M14×35
ボルト
Sワッシャ
ナット

M14×47
ボルト
Sワッシャ

16 16 56 8

18 18 64 8

18 18 64 8

KJL  190 20 20 72 8

KJL  200 20 20 72 8



珎　耕うん爪の取付方法
1. S・SR・SV仕様の爪配列

平面耕うんの場合（KJM-ST,  SRT,  SVT）
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配列は山形配列になります。両端はフランジタイプ爪で、中間はホルダタイプ爪を取付けます。

HS2560ZL

フィードカッタＬ 

HS2590ZR HS2560ZR HS2590ZL

フィードカッタＲ 

HS2560ZL

フィードカッタＬ 

HS2590ZR HS2560ZR HS2590ZL

フィードカッタＲ 

HS2560ZL

フィードカッタＬ 

HS2590ZR HS2560ZR HS2590ZL

フィードカッタＲ 

KJM180S

KJM170S

KJM160S

（S・SR・SV仕様：ホルダタイプ）



平面耕うんの場合（KJL-ST,  SRT, SVT）
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フィードカッタＲ 

HS2590ZL

 HS2660ZL

HS2660ZR

フィードカッタＬ 

HS2590ZR

フィードカッタＲ 

HS2590ZL

HS2660ZL

HS2660ZR

フィードカッタＬ 

HS2590ZR

フィードカッタＲ 

HS2590ZL

HS2660ZL

HS2660ZR

フィードカッタL 
 

HS2590ZR

HS2660ZL

HS2660ZR

フィードカッタＬ 

HS2590ZR

 フィードカッ 

HS2590ZL

フィードカッタＲ  

KJL170S

KJL180S

HS2660ZL

HS2660ZR

フィードカッタＬ 

HS2590ZR

フィードカッタＲ 

HS2590ZL

KJL220S

KJL190S

KJL200S



2. 左端フランジへの取付け

耕うん爪Ｒ２本をフランジの外側に内向きに

取付けてください。この場合、フランジ側か

らボルトとＳワッシャを入れ、爪をはさんで

フィードカッタＬで固定します。

3. 右端フランジへの取付け

耕うん爪Ｌ２本をフランジの外側に内向きに

取付けてください。この場合、フランジ側か

らボルトとＳワッシャを入れ、爪をはさんで

フィードカッタＲで固定します。

4. ホルダへの取付け

ローター後方より見て、左側に六角穴がある

ホルダにＲ爪を、右側に六角穴があるホルダ

にＬ爪を取付けてください。

この場合、ボルトは六角穴側から入れてくだ

さい。

◆爪の取付ボルトは、使用中にゆるまないよう

にメガネレンチで力いっぱい強く締め付けて

ください。

M12 締付けトルク　75～94 N・m

5. 耕うん爪及び取付ボルト本数
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M14×40 
 

フィードカッタL

M14×47

M14×40

M14×47

フィードカッタR

型　式

耕うん爪
HS2560Z

右 左

取付ボルト（ 8T）

KJM 160S

KJL 170S

KJL 180S

M12×30 P1.5
ボルト
Sワッシャ
ナット

15 15 30

KJM 170S 16 16 32

KJM 180S 17 17 34

16 16 32

17 17 34

KJL 190S 18 18 36

KJL 200S 20 20 40

ホルダ部

KJL 220S 21 21 42

 

R爪 ホルダの六角穴 

型　式

耕うん爪
HS2590Z

右 左

取付ボルト（P1.5   8T）

KJM 160S

KJM 170S
KJL  170S

KJM 180S
KJL  180S

M14×47
ボルト
Sワッシャ

2 2 8

2 2 8

2 2 8

KJL  190S 2 2 8

KJL  200S 2 2 8

KJL  220S 2 2 8

両端フランジ部

型　式

耕うん爪
HS2660Z

右 左

取付ボルト（ 8T）
M12×30 P1.5

ボルト
Sワッシャ
ナット



内盛耕うんの場合（KJM）

下図に示すように爪軸中央に爪の曲がりを向け

て取付けてください。

外盛耕うんの場合（KJM）
下図に示すように爪軸中央部より外に爪の曲が

りを向けて取付けてください。

尚、両端フランジ部のみについては、爪軸中央

部に爪の曲がりを向けて取付けてください。

内盛り耕うんの場合（KJL）

下図に示すように爪軸中央に爪の曲がりを向け

て取付けてください。

外盛り耕うんの場合（KJL）
下図に示すように爪軸中央部より外に爪の曲が

りを向けて取付けてください。

尚、両端フランジ部のみについては、爪軸中央

部に爪の曲がりを向けて取付けてください。
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爪軸中央 

HS2590ZR HS2560ZR

HS2560ZL

HS2590ZL

（例）KJM180S 
 

HS2590ZLHS2560ZRHS2590ZR

 HS2560ZL

爪軸中央 

（例）KJM180S

HS2590ZR HS2660ZR HS2590ZL

HS2660ZL

爪軸中央 

（例）KJL220S

HS2590ZR HS2660ZR HS2590ZL

HS2660ZL

爪軸中央 

（例）KJL220S
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機械を長持ちさせるためには、普段の保守、点検が

大切です。

注意
トラクタの駐車ブレーキをかけ、エンジン

を停止して、油圧ロックを行い、かつ、台

などを作業機の下に置き、作業機が落下し

ないようにしてから行ってください。

１．作業終了後は、きれいに水洗いを行い、水分を

拭き取っておいてください。

２．グリスの給油

漓　ジョイントは分解して、スリーブのかみ合い

部分にグリスを塗布してください。

又、同時にグリスニップルの部分にも適量注

入してください。

滷　トラクタのＰＴＯ軸と作業機の入力軸へもグ

リスを塗布し、格納する場合はキャップをか

ぶせて、サビないようにしてください。

取扱上の注意
特に４セットジョイントの場合は、スプラ

イン部がサビたりキズついたりしますと、

装着ができなくなりますので、必ず掃除を

行いグリスを塗布し、ゴミがかからないよ

うにしてください。

澆　オートヒッチの各支点部分にオイルを適量塗

布してください。

保守・点検

！ 

チューブ

入力軸
ジョイントスプライン部



３．給油と交換

下記の基準で交換してください。

安全に　　点検整備するには、

１．トラクタを平坦な広い場所に置き、ロー

タリーのPICシャフトを水平にする。

２．エンジンを止め、駐車ブレーキをかける。

３．ロータリーの落下を防止する落下防止調

整レバーを回して油圧をロックする。

４．更に安全を確認してから行ってください。

グリースは、日本石油エピノック２番又は同等品

（リチウムグリース）を使用してください。

漓　ギヤーケースへの給油と交換

ドレンプラグを外してオイルを出します。

ギヤーオイル90番を給油口から規定量まで入

れてください。（上記表を参照）

滷　チェンケースへの給油と交換

チェンケースシューズを外し、ドレンボル

トを外してオイルを出します。

ギヤーオイル90番を給油口から規定量まで

入れてください。（1.0褄）
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ギヤーケースの
オイル量点検

チェンケースの
オイル量点検

サポートハウジング
のオイル量点検

ギヤーケー
スのオイル
交換

チェンケースの
のオイル交換

サポートハウジング
のオイル交換

点検項目

＃90

＃90

＃90

種類

1.0褄

1.5褄

1.0褄

0.06褄

オイル
量

点検・交換
時　　　間

毎作業前

〃

〃

初期　 50時間
その後150時間

〃

〃

ドレンプラグ

KJM

KJL

給油口

給油口

検油ボルト

ドレンボルト

KJM・KJL



澆　サポートハウジングへの給油と交換

給油口のプラグを外し、油量が軸芯から給油

口までの範囲で入れてください。

（0.06褄）

4. オイルシールの組み替え

整備などの目的でチェンケース等を分解される

場合は、必ず新しいオイルシール、パッキン類、

ゴム付き座金パッキン、シールテープと交換し

てください。守らないとオイルもれの原因にな

ります。

５．エプロンのはね上げ

エプロンをはね上げて爪交換などのメンテナン

ス作業の時に、ワンタッチでエプロンをはね上

げ自動ロックすることができます。

漓　ワンタッチホルダを最上位置まで上げ、２ケ

所のエプロンストッパーピンをイラストのよ

うにロックできる位置へセットしてください。

滷　エプロンを持ち上げるとストッパーピンで自

動ロックします。

注意
ストッパーピンが２カ所共コンプレッショ

ンロッドの上向穴にロックされていること

を確認してください。

ロックが不完全だと、エプロンが落下する

恐れがあります。

澆　エプロンをおろすときは、２カ所のストッパ

ーピンのうちどちらか一方を引き上げて解除

し、イラストの位置で固定してください。

次に、エプロンをしっかり支えながら、もう

一方のストッパーピンを引き上げながらゆっ

くりとおろしてください。
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給油口

ワンタッチホルダ

エプロンストッパーピン

ストッパーピンロック状態 コンプレッションロッド 

！ 

フレームパイプ連結側  

上向穴にストッパーピンが入る 

エプロンはね上げ状態



注意
エプロンをエプロンストッパーピンではね

上げた状態で耕うん作業を行わないでくだ

さい。破損する恐れがあります。

６．洗車時の注意

高圧洗車機の使用方法を誤ると人を怪我させた

り、機械を破損・損傷・故障させることがあり

ますので、高圧洗車機の取扱説明書・ラベルに

従って、正しく使用してください。

注意（高圧洗車機）
機械を損傷させないように洗車ノズルは拡

散にし、２袤以上離して洗車してください。

もし、直射や不適切に近距離から洗車する

と機械の破損・損傷・故障や事故の原因に

なります。

例　１）シール・ラベルの剥がれ

２）樹脂類（カバーなど）の破損

３）塗装・メッキ皮膜の剥がれ
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ストッパーピン（片方のみ解除）

！ 

！ 



１．オートヒッチを作業機に取付けて保管する場合

は、必ず落下防止のフックバネをレバーがイド

に引っ掛けて、不用意にオートヒッチが外れな

いように確実にロックしてください。

２．格納後はみだりに子供等が触れないような処置

をしてください。

３．格納時には、キャスタの転がり防止を必ずかけ

てください。。

４．ローター単体で格納する場合は、トラクタから

外す前にワンタッチホルダと前ゲージ輪をトラ

クタ装着位置にセットしてください。

５．作業機は、平坦で地盤のしっかりした屋根のあ

る場所に保管し、キャスタのブレーキをロック

してください。

６．キャスタスタンドで作業機を移動する際は、平

坦な広い場所で、周囲に人がいないことを確認

し、足元に注意して行なってください。

７．キャスタ及びキャスタスタンドが損傷したまま

使用すると作業機が転倒する恐れがあり危険で

す。損傷している場合は、ただちに修理、交換

を行なってください。

８．キャスタスタンドは、圃場内での使用や、圃場

内への放置はしないでください。泥の浸入によ

り回動しにくくなることがあります。

又、泥が浸入して回動しにくくなった場合は、

よく洗浄してグリスを塗布してください。
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保管・格納

 スタンドキャスタロック 
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主要諸元（KJM）

※この主要諸元は改良のため予告なく変更することがあります。（ ）内の寸法は-0Sです。

1880 1980

型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJM160T
（-0SDX, -3SDX, -4SDX）

KJM170T
（-0SDX, -3SDX, -4SDX）

KJM180T
（-0SDX, -3SDX, -4SDX）

1410（1220）

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

(KW)

1780

1050（1040）

353,  386,  389 367,  400,  403 377,  410,  413機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

17～34 16～32 15～30（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

157（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

前 ゲ ー ジ 輪耕深調節

適応トラクタ

160

17.7～25.7

24～35

170

19.1～25.7

26～35

180

20.6～25.7

28～35(PS)

耕
う
ん
爪

本数 32 36 36

回転外径 （袍） 50

取付方法 フ ラ ン ジ タ イ プ

1880 1980

型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJM160ST
（-0SDX, -3SDX, -4SDX）

KJM170ST
（-0SDX, -3SDX, -4SDX）

KJM180ST
（-0SDX, -3SDX, -4SDX）

1410（1220）

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

(KW)

1780

1050（1040）

345,  378,  381 356,  389,  392 368,  401,  404機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

17～34 16～32 15～30（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

181（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

前 ゲ ー ジ 輪耕深調節

適応トラクタ

160

17.7～25.7

24～35

170

19.1～25.7

26～35

180

20.6～25.7

28～35(PS)

耕
う
ん
爪

本数 34 36 38

回転外径 （袍） 50

取付方法 ホ ル ダ タ イ プ
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1880 1980

主要諸元（KJM）
型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJM160RT
（-0S, -3S, -4S）

KJM170RT
（-0S, -3S, -4S）

KJM180RT
（-0S, -3S, -4S）

1310（1250）

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

(KW)

1780

1340

347,  380,  383 359,  392,  395 369,  402,  405機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

17～34 16～32 15～30（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

157（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

前 ゲ ー ジ 輪耕深調節

適応トラクタ

160

17.7～25.7

24～35

170

19.1～25.7

26～35

180

20.6～25.7

28～35(PS)

耕
う
ん
爪

本数 32 36 36

回転外径 （袍） 50

取付方法 フ ラ ン ジ タ イ プ

※この主要諸元は改良のため予告なく変更することがあります。（ ）内の寸法は-0Sです。

1880 1980

型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJM160SRT
（-0S, -3S, -4S）

KJM170SRT
（-0S, -3S, -4S）

KJM180SRT
（-0S, -3S, -4S）

1310（1250）

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

(KW)

1780

1340

339,  372,  375 348,  381,  384 360,  393,  396機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

17～34 16～32 15～30（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

181（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

前 ゲ ー ジ 輪耕深調節

適応トラクタ

160

17.7～25.7

24～35

170

19.1～25.7

26～35

180

20.6～25.7

28～35(PS)

耕
う
ん
爪

本数 34 36 38

回転外径 （袍） 50

取付方法 ホ ル ダ タ イ プ
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1880 1980

主要諸元（KJM）
型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJM160SVT
（-0S, -3S, -4S）

KJM170SVT
（-0S, -3S, -4S）

KJM180SVT
（-0S, -3S, -4S）

1310（1250）

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

(KW)

1780

1340

340  373,  376 349,  382,  385 361,  394,  397機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

17～34 16～32 15～30（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

181（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

－耕深調節

適応トラクタ

160

17.7～25.7

24～35

170

19.1～25.7

26～35

180

20.6～25.7

28～35(PS)

耕
う
ん
爪

本数 34 36 36

回転外径 （袍） 50

取付方法 ホ ル ダ タ イ プ

※この主要諸元は改良のため予告なく変更することがあります。（ ）内の寸法は-0Sです。
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1880 1980

型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJM160T-4S
(KDX, YDX, IDX, I2DX, MDX)

KJM170T-4S
(KDX, YDX, IDX, I2DX, MDX)

KJM180T-4S
(KDX, YDX, IDX, I2DX, MDX)

1410

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

(KW)

1780

1050

389 403 413機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

17～34 16～32 15～30（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

157（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

前 ゲ ー ジ 輪耕深調節

適応トラクタ

160

17.7～25.7

24～35

170

19.1～25.7

26～35

180

20.6～25.7

28～35(PS)

耕
う
ん
爪

本数 32 36 36

回転外径 （袍） 50

取付方法 フ ラ ン ジ タ イ プ

主要諸元（KJM）

1880 1980

型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJM160ST-4S
(KDX, YDX, IDX, I2DX, MDX)

KJM170ST-4S
(KDX, YDX, IDX, I2DX, MDX)

KJM180ST-4S
(KDX, YDX, IDX, I2DX, MDX)

1410

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

(KW)

1780

1050

381 392 404機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

17～34 16～32 15～30（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

181（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

前 ゲ ー ジ 輪耕深調節

適応トラクタ

160

17.7～25.7

24～35

170

19.1～25.7

26～35

180

20.6～25.7

28～35(PS)

耕
う
ん
爪

本数 34 36 38

回転外径 （袍） 50

取付方法 ホ ル ダ タ イ プ

※この主要諸元は改良のため予告なく変更することがあります。（ ）内の寸法は-0Sです。



主要諸元（KJL）

※この主要諸元は改良のため予告なく変更することがあります。（ ）内の寸法は-0Sです。

2080 2180

型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJL170T
（-0SDX, -3SDX, -4SDX）

KJL180T
（-0SDX, -3SDX, -4SDX）

KJL190T
（-0SDX, -3SDX, -4SDX）

KJL200T
（-0SDX, -3SDX, -4SDX）

1410（1220）

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

170

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

22.1～37.5(KW)

1880 1980

1050（1040）

370,  403,  406 380,  413,  416 394,  427,  430 404,  437,  440機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

16～32 15～30 15～29 14～27（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

157（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

前 ゲ ー ジ 輪耕深調節

適応トラクタ
30～51

180

22.1～37.5

30～51

190

25.7～37.5

35～51

200

29.4～37.5

40～51(PS)

耕
う
ん
爪

本数 36 36 40 40

回転外径 （袍） 50

取付方法 フ ラ ン ジ タ イ プ
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2080 2180

型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJL170ST
（-0SDX,3SDX,4SDX）

KJL180ST
（-0SDX,3SDX,4SDX）

KJL190ST
（-0SDX,3SDX,4SDX）

KJL200ST
（-0SDX,3SDX,4SDX）

1410（1220）

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

170

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

22.1～37.5(KW)

1880 1980

1050（1040）

361,  394,  397 374,  407,  410 384,  417,  420 395,  428,  431機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

16～32 15～30 15～29 14～27（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

181（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

前 ゲ ー ジ 輪耕深調節

適応トラクタ
30～51

180

22.1～37.5

30～51

190

25.7～37.5

35～51

200

29.4～37.5

40～51(PS)

耕
う
ん
爪

本数 36 38 40 44

2380

KJL220ST
（-0SDX,3SDX,4SDX）

409,  442,  445

13～25

220

29.4～37.5

40～51

46

回転外径 （袍） 51

取付方法 ホ ル ダ タ イ プ
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2080 2180

主要諸元（KJL）
型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJL170RT
（-0SDX, -3SDX, -4SDX）

KJL180RT
（-0SDX, -3SDX, -4SDX）

KJL190RT
（-0SDX, -3SDX, -4SDX）

KJL200RT
（-0SDX, -3SDX, -4SDX）

1310（1250）

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

170

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

22.1～ 37.5         (KW)

1880 1980

1340

385,  418,  421 395,  428,  431 408,  441,  444 418,  451,454機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

16～32 15～30 15～29 14～27（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

157（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

－耕深調節

適応トラクタ
30～51

180

22.1～37.5        

30～51

190

25.7～37.5        

35～51

200

29.4～37.5        

40～51(PS)

耕
う
ん
爪

本数 36 36 40 40

回転外径 （袍） 50

取付方法 フ ラ ン ジ タ イ プ

※この主要諸元は改良のため予告なく変更することがあります。（ ）内の寸法は-0Sです。

2080 2180

型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJL170SRT
（-0SDX,3SDX,4SDX）

KJL180SRT
（-0SDX,3SDX,4SDX）

KJL190SRT
（-0SDX,3SDX,4SDX）

KJL200SRT
（-0SDX,3SDX,4SDX）

1310（1250）

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

170

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

22.1～37.5       (KW)

1880 1980

1340

376,  409,  412 387,  420,  423 398,  431,  434 409,  442,  445機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

16～32 15～30 15～29 14～27（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

181（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

－耕深調節

適応トラクタ
30～51

180

22.1～37.5   

30～51

190

25.7～37.5   

35～51

200

29.4～37.5   

40～51(PS)

耕
う
ん
爪

本数 36 38 40 44

2380

KJL220SRT
（-0SDX,3SDX,4SDX）

422,  455,  458

13～25

220

29.4～37.5   

40～51

46

回転外径 （袍） 51

取付方法 ホ ル ダ タ イ プ
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2080 2180

主要諸元（KJL）
型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJL180VT
（DX-0S, -3S, -4S）

KJL190VT
（DX-0S, -3S, -4S）

KJL200VT
（DX-0S, -3S, -4S）

1310（1250）

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

(KW)

1980

1340

396, 429,  432 409,  442,  445 419,  452,  455機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

15～30 15～29 14～27（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

157（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

ー耕深調節

適応トラクタ

180

22.1～37.5

30～51

190

25.7～37.5

35～51

200

29.4～37.5

40～51(PS)

耕
う
ん
爪

本数 36 40 40

回転外径 （袍） 50

取付方法 フ ラ ン ジ タ イ プ

2180 2380

型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJL180SVT
（DX-0S, -3S, -4S）

KJL190SVT
（DX-0S, -3S, -4S）

KJL200SVT
（DX-0S, -3S, -4S）

KJL220SVT
（DX-0S, -3S, -4S）

1310（1250）

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

180

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

22.1～ 37.5         (KW)

1980 2080

1340

388,   421,  424 399,  432,  435 410,  443,  446 423,  456,  459機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

15～30 15～29 14～27 13～25（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

181（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

－耕深調節

適応トラクタ
30～51

190

25.7～37.5        

35～51

200

29.4～37.5        

40～51

220

29.4～37.5        

40～51(PS)

耕
う
ん
爪

本数 38 40 44 46

回転外径 （袍） 51

取付方法 ホ ル ダ タ イ プ

※この主要諸元は改良のため予告なく変更することがあります。（ ）内の寸法は-0Sです。
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※この主要諸元は改良のため予告なく変更することがあります。（ ）内の寸法は-0Sです。

主要諸元（KJL）

2080 2180

型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJL170T-4S
(KDX,YDX, IDX, I2DX, MDX)

KJL180T-4S
(KDX,YDX, IDX, I2DX, MDX)

KJL190T-4S
(KDX,YDX, IDX, I2DX, MDX)

KJL200T-4S
(KDX,YDX, IDX, I2DX, MDX)

1410

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

170

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

22.1～37.5(KW)

1880 1980

1050

406 416 430 440機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

16～32 15～30 15～29 14～27（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

157（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

前 ゲ ー ジ 輪耕深調節

適応トラクタ
30～51

180

22.1～37.5

30～51

190

25.7～37.5

35～51

200

29.4～37.5

40～51(PS)

耕
う
ん
爪

本数 36 36 40 40

回転外径 （袍） 50

取付方法 フ ラ ン ジ タ イ プ

2080 2180

型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJL170ST-4S
(KDX, YDX, IDX,
I2DX, MDX)

KJL180ST-4S
(KDX, YDX, IDX,
I2DX, MDX)

KJL190ST-4S
(KDX, YDX, IDX,
I2DX, MDX)

KJL200ST-4S
(KDX, YDX, IDX,
I2DX, MDX)

1410

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

170

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

22.1～37.5       (KW)

1880 1980

1050

397 410 420 431機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

16～32 15～30 15～29 14～27（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

181（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

前 ゲ ー ジ 輪耕深調節

適応トラクタ
30～51

180

22.1～37.5   

30～51

190

25.7～37.5   

35～51

200

29.4～37.5   

40～51(PS)

耕
う
ん
爪

本数 36 38 40 44

2380

KJL220ST-4S
(KDX, YDX, IDX,
I2DX, MDX)

445

13～25

220

29.4～37.5   

40～51

46

回転外径 （袍） 51

取付方法 ホ ル ダ タ イ プ



主要諸元（KJL-C）
型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJL170CT-0S KJL180CT-0S

1220

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

170

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

22.1～37.5(KW)

1880 1980

1060

372 382機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

16～32 15～30（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

157（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

前 ゲ ー ジ 輪耕深調節

適応トラクタ
30～51

180

22.1～37.5

30～51(PS)

耕
う
ん
爪

種類と本数 S2510ZL=18本, S2510ZR=18本

回転外径 （袍） 49

取付方法 フ ラ ン ジ タ イ プ

型　　　　　　　　式

機
体
寸
法

全長 （袢）

KJL170CT-3S KJL180CT-3S

1410

全幅 （袢）

全高 （袢）

（裴）

170

12～15

1.5～3.0

（袍）

（袍）

（袰/h）

22.1～37.5(KW)

1880 1980

1060

406 416機体質量

標準耕幅

標準耕深

標準作業速度

16～32 15～30（分/10a）耕うん作業能率

サ イ ド ド ラ イ ブ駆動方法

540（r.p.m）入力軸回転速度

157（r.p.m）耕うん軸回転速度

標準３点リンクオートヒッチ（日農工規格S）JIS 0・1形装着方法

前 ゲ ー ジ 輪耕深調節

適応トラクタ
30～51

180

22.1～37.5

30～51(PS)

耕
う
ん
爪

種類と本数 S2510ZL=18本, S2510ZR=18本

回転外径 （袍） 49

取付方法 フ ラ ン ジ タ イ プ

46

※この主要諸元は改良のため予告なく変更することがあります。（ ）内の寸法は-0Sです。
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トラクタ別装着表(T-4S・3S)
※この表はあくまでマッチング表であり、トラクタ適応馬力を示すものではありません。トラクタ適応馬力の範囲内で御使用ください。
また、本作業機トラクタ別装着表にお客様のトラクタ型式が載っていない場合は、お買い求めの販売店へお問い合わせください。

上から１番目 

２番目 

３番目 

４番目 

５番目 

トップリンク取付穴 

トラクタ側から数える 
 イ ロ ハ チ 

上から数える 
ニ 
ホ 
ヘ 
ト 
チ 

L

トップリンク・リフトロッド調整 

ロアーリンク取付穴 

トップ
リンク

長さ（
L） 

1 2
3

2

3

4

5

11

2

3
4
5

ドラフト仕様 ドラフトなし仕様 

1
2
3

4

5

KL36～50 Bb260

US○○○ 
 CT○○○ 

左
側 

リ
フ
ト
ロ
ッ
ド 

A

B

C

 

G

 作業機側 

KL 24R・2450
KL 225・245・210・230
KL 25 ・23窿・21窿
KL 3350-T竦・335-T竦・330-T竦
KL 33-T竦

4 イ ヘ 610 A G

KL 24RQ・2450Q
KL 225Q・245Q・210Q・230Q
KL 25Q・23窿Q・21窿Q

1 ロ ヘ 620 A G

KL 2650K・3150K
KL 265K・315K
KL250K・300K・25K・30K

4 イ ヘ 660 A G

KL 2650KW・3150KW
KL 265KS・315KS
KL 250KS・300KS・25KS・30KS

4 イ ホ 660 A G

KL 27R・2750
KL 265・250・27
L 315D・345D・270D・300D
KL 25NC・25HT・25J・KL28rops

4 イ ヘ 630 A G

KL 27RQ・2750Q
KL 265Q・250Q・27Q
L 315DQ・354DQ
L 270DQ・300DQ
KL 25NCQ・25HTQ・25JQ
KL 25PC・270PC・285PC
KL 2850PC

1 イ ヘ 650 A G

KL 31Z-PC
KL 26R-PC・28R-PC・31R-PC 2 ロ ヘ 670 C G

KL 31Z-PCドラフト 5 イ ヘ 580 C G

KL 34R-PC 4 ロ ヘ 660 A G TC84M
に交換

TC74
に交換

KL 34RD-PCドラフト 5 ロ ト 630 A G TC84M
に交換

TC74
に交換

KL 3450PC・345PC・330PC
KL 33PC 2 イ ヘ 710 A G

KL 360・430
KL 36竓・43竓 5 イ ヘ 710 A G TC74

に交換

KL 31Z・34Z
KL 31R・34R・3150・3450
KL 285～345・270～340
KL 30竓・33竓・31竓・34竓
KL 28竓・27J竓,   L 330D

4 イ ヘ 690 A G

ト ラ ク タ 型 式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC69

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴



KL 37Z・40Z・44Z・3950・4350
KL 385・415・380・410
KL 38竓・41竓,    L 465

5 イ ヘ 680 A G

KL 37Z-PC・40Z-PC・44Z-PC
KL 3950PC(2/3)・4350PC(2/3)
KL 415PC・410PC・41PC

5 イ ヘ 670 A G

KL 48Z・53Z・58Z
KL 4750・5150・5550
KL 465・505・555
KL 460・500・550
KL 46竓・50竓

5 イ ホ 710 A G

KL 48Z-PC・53Z-PC・58Z-PC
KL 5150PC(2/3)
KL 505PC
KL 500PC・50PC

5 イ ホ 690 A G

GL 201・221・241
GL 200・220・240
GL 19・21・23

3 イ ヘ 640 A G

GL 201Q・221Q・231Q
GL 200Q・220Q・240Q 1 イ ヘ 590 C G

GL 261・277・281
GL 301E・321E
GL 260・268・280
GL 300ES・320ES
GL 25・26・27,     L 27  

3 イ ヘ 690 A G

GL 261C・281C
GL 261Q・277Q
GL 260Q・268Q
GL 25Q・26Q・27Q,     L 27Q

2 イ ヘ 650 C G

GL 261K・281K・260K・280K
GL 25K 3 イ ヘ 620 C G 50 50

GL 281J・280J
GL 301・321・337
GL 300・320・338
GL 27J・29・32・33,     L 33

3 イ ホ 750 A G

GL 281Q・301Q・321Q
GL 337Q・338Q
GL 280Q・300Q・320Q
GL 281JQ・280JQ・301C・321C
GL 27JQ・29Q・32Q・33Q
L 33Q

3 イ ホ 740 C G

GL 367・417・467
GL 367E・417E・467E
GL 368・418
GL 368ES・418ES,     L46

3 イ ホ 760 A G

GL 367Q・417Q・467Q
GL 367EQ・417EQ・467EQ
GL 368Q・418Q
GL 368ESQ・418ESQ,     L46Q

3 イ ホ 750 C G

GL 350竓・400竓・430竓
GL 35竓・40竓・43竓 3 イ ホ 660 A G

GL 470竓～530竓
GL 46竓・53竓 3 イ ホ 670 A G

L1-195竓・215竓
L1-185・205
L1-18・20

3 イ ホ 660 C G

L1-225・245
L1-225竓・235竓
L1-22・24

3 イ へ 680 A G

L1-275J竓 3 イ ホ 750 A G
L1-275竓
L1-265,     L1-26 3 イ へ 740 A G

L1-295竓・315竓・325竓
L1-285,     L1-28 3 イ ニ 750 A G

ト ラ ク タ 型 式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC69

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴

48



49

L1-455竓
L1-45 3 イ へ 670 A G

FT 21窿・23窿・25窿・28窿・30 3 イ ト 600 B G

ト ラ ク タ 型 式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC69

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴

L1-325竓ドラフト 4 イ ニ 710 A G

L1-345竓・385竓・435竓
L1-33・38・43 3 イ ホ 660 A G

KT 215窿・235窿・255,    T 245D
KT 210窿・230窿・250,    T 240D 3 イ ト 625 A G

KT 255窿・285窿・305,    T 265D
KT 250窿・280窿・300 3 イ ト 620 A G

FT 21PC・23PC・25PC・28PC 3 イ ト 600 B G
KT 215PC・235PC
KT 255PC・285PC
KT 210PC・230PC・250PC
KT 280PC,      T 240D-PC

3 イ ト 620 A G

KT 20窿・22窿・24窿・27 3 イ ト 610 A G

KT 27J・30窿 3 イ ト 610 A G 50 50
GT 21窿・23窿・26
T 200・220・240・22 3 イ ト 610 A G 50 50

GT 26J・30窿 3 イ ト 610 A G 50 50

GT-3・5・8 3 イ ト 600 A G 70 70

X 20・24 3 イ ト 600 A G 70 70

Bb 260 2 ロ ト 550

560

A G
US 401・451・501・551
EF 650・655
EG 650・655・48・53

5 イ ヘ A G

590EG 437・441 4 ロ ヘ A G

610EG 445・453 4 イ ホ A G

570EG 437C・445C・453C 4 ロ へ A G

560EG 326・328 4 ロ ト A G

560EG 330・334 4 ロ ト A G

570EG 328C・334C 4 ロ へ A G

540AF 645～655 4 イ ヘ A G 30 30

580AF 645A～655A 4 イ ヘ A G

トップリンク
ブラケットなし

5305 イ ヘ A G 30 30US 535・540・545・550

5705 イ ヘ A G 青森仕様
ジョンディア仕様

6903 イ ヘ A GEF 326竢・328竢

6504 イ ヘ A GEF 330竢～342竢

5803 イ ヘ C GEF 324

5703 イ ホ A G 70 70US 31竓・35竓

6003 ロ ニ B G 50 50US 39竓・45竓

6003 ロ ホ A G 50 50US 32站竓・36站竓

6003 ロ ホ B G 50 50US 40站竓・46站竓・50站

6003 イ ヘ C GAF 322・324・326

7003 イ ヘ A GAF 328・330

6904 イ ヘ A GAF 333・336・339・342

5702 イ ホ A GRS 240竓・270竓・300竓・330竓
RS 24竓・27竓・30竓・33竓

5602 イ ホ A G 50 50US 261・301・361
US 324・328・330・334

US 535A・540A・545A・550A
JD 1320・1420



50

7303 イ ホ A GAF 33窿竓・35窿竓

7104 イ ホ A GAF 30窿竓R・33窿竓R・35窿竓R

5703 イ ホ A GFX 285・26

5603 イ ホ A GFX 305・335・435・28・32・42

6202 イ ヘ A GF 435

6202 イ ヘ A GF 375

7303 イ ホ A G TC84M
に交換

TC80
に交換AF 30竓・33竓

ト ラ ク タ 型 式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC69

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴

6904 イ ホ A GAF 310窿站竓・330窿站竓
AF 350窿站竓

トップリンク
ブラケット付

F 395・475・535 4 イ ヘ 630 A G

F 395Q・475Q・535Q・37・46 4 イ ヘ 630 A G

AF 210窿站・230窿站・250窿站
AF 22・24 3 イ ホ 600 C G

AF 210窿站Q・230窿站Q
AF 250窿站Q,   AF 22Q・24Q 1 イ ホ 570 C G

AF 270窿站竓・290窿站竓
AF 26竓・28窿竓 3 イ ホ 700 A G

F竭 215・235・255
F竭 20・22・24 3 イ ホ 640 C G

FX 265M 3 ロ ヘ 680 A G
FX 265
FX 30S 3 ロ ホ 680 A G

AF 324M・328M・330M
AF 270M・310M
AF 26ML・30ML

3 イ ホ 640 C G

ジョイント異
音時PTO切

低床時の装着

AF 324M・328M・330M
AF 270M・310M
AF 26ML・30ML

3 イ ホ 600 C G 高床時の装着

AF 26MH 3 イ ホ 700 A G

CT 45・55 4 イ ホ 550 A G

CT 226・230 3 イ ト 620 A G 50 50

FV 330竓・430竓 2 イ へ 620 A G

FV 280竓・310竓 2 イ ホ 620 A G

FV 230竓・250竓・270竓 2 イ ホ 550 A G 50 50

CT 450・550 5 ロ ヘ 560 A G

CT 280・340・420・401・451 4 イ ヘ 550 A G

EG 221・223・225・228・231
EG 220・222・224・227・230 3 イ ト 600 B G 50 50

EG 221C・225C・231C 3 イ ヘ 600 B G 50 50
EF 220・222・224
EF 226・228・230 3 イ ト 620 A G 50 50

トップリンク穴(   )
はドラフト仕様を
示す

トップリンク穴(   )
はドラフト仕様を
示す
トップリンク(   )寸
法はドラフト仕様
を示す

AT 240・260・23・25
ATK 220・250・22・25 3 イ ホ 550 A G

AT 280・310・340・27・30・33
ATK 340・33 3 イ ホ 580 A G

AT 370・410・460・500
AT 37・41・46・50
ATK 430

3
盻 イ ニ 660 A G

AT 280C・340C・27C・33C
ATK 340C・33C 3 イ ホ 610 A G

AT 410C・460C・500C
AT 41C・46C・50C

3
盻 イ ホ 660 A G

TG 413竓～553竓
TG 37竓～53竓
TGS 41竓～55竓

3 イ ニ
L=490

600
(580) A G



51

TGS 46C 3 イ ニ
L=490 580 A G

TG 293竓・313竓・333竓
TG 27竓・29竓・31竓・33竓
TG 27L・31L,    TG 29H竓
TGS 29竓・33竓

3 イ ニ 600 A G

TG 253Q
TGS 25Q 3 イ ホ 600 A G

TG 233・253・21・23
TG 273竓・25竓
TGS 25

3 イ ニ 600 A G

TG 233Q・253Q
TG 21Q・23Q 3 イ ホ 600 A G

ト ラ ク タ 型 式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC69

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴

TG 233-A・253-A・273-A
TG 23-A・25-A
TK 21・25・29・33

TA 207竓・227竓・247竓
TA 267竓・287竓・317竓
TA 215竓・235竓・255竓・275竓
TA 262竓・312竓・263竓
TA 210・230・250

TA 337竓・357竓・417竓・437竓
TA 295竓・325竓・345竓
TA 375竓・435竓
TA 290・320・340・370
TG 353・373
TK 37・41・46,    TGS 37

2 ロ ホ 540 A G

2 イ ホ 540 A G 60 60

TK 46-FC 3 イ ホ 550 A G
TA 467竓
TA 415竓・455竓・505竓
TA 410・450

3 イ ニ
L=510

590
(570) A G

トップリンク(   )寸
法はドラフト仕様
を示す

3 イ ホ 550
(540) A G

2 イ ホ 560 A G 50 50

TH 235・265
TH 213・233・253・273
TH 22・24・26
THS 22・ 24・26

1 イ ヘ 470 B G 90 90

TH 235C・265C
TH 213C・253C
TH 20C・24C

1 イ ヘ 600 A G

TF 223竍竓・243竍竓 3 イ ニ
L=440 580 A G 70 70

TF 21竍竓・23竍竓・26竍竓 3 イ ホ
L=450 580 A G 70 70

TF 223H竓・243H竓
TF 23H竓 3 イ ホ

L=450 570 A G 70 70

TU 217・237・257
TU 205・225・245
TU 200・220・240

2 イ ニ 610 A G 70 70

GX 40・46・50
GX 400・460・510
GX 401・461・511
MT 408・468・508

4 イ ニ 540 A G

トップリンク(   )寸
法はドラフト仕様
を示す

後車仕様のみ
適応可

GX 34・37・370・371
MT 338・368 4 ロ ニ 540 A G

GXK 400・510
GXK 401・511 5 イ ニ 510 A G

MT 231・251・271・291・311・331
GO 26・28・30・32・34
GO 260・280・300・320・340
GO 261・281・301・321・341

3 イ ホ 690 A G TC74
に交換

GOK 301・341・300・340
GOK 26・34
MT 251K・311K

3 イ ホ 690 A G TC74
に交換

GS 231・251
GS 210・230・250
GS 21・23・25

3 イ ホ 590 A G 30 30
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MT 226・246・266
MT 286・306・336
MT 225・245・265
MT 226Q・246Q・266Q
MT 286Q・306Q・336Q
MT 225Q・245Q・265Q
MT 265L
MT 285・305
MT 265LQ
MT 285Q・305Q

3 イ ホ
L=491 630 A G

1 イ ホ
L=491 590 A G

3 イ ホ
L=491 670 A G

1 イ ホ
L=491 640 A G

4 ロ ニ
L=477 550 A G

4 ロ ニ
L=477 550 A G

4 イ ホ
L=480 560 A G

MT 33

MT 335竓・365竓
MT 337竓・367竓

MT 27・30

ト ラ ク タ 型 式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC69

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴

GSK 235C・265C
GSK 210C・250C
GSK 20C・24C

1 イ ヘ 600 A G

MT 400竓・460竓

D 238竓・258竓・278竓

MT 501・551

D 288竓・318竓
D 338竓・438竓
S 440A新
S 325A
S 330A
D 235竓・265竓・275竓・295竓
D 26・28,    D 23竊
S 440A
D 335竓・435竓
D 32・34・43
N 229・239

N 249・279

N 329・359
NX 261・277・281
NX 25・27
NX 301Z・321Z

NX 301・321・337
NX 300・320・338
NX 29・32
NX 281Q・301Q・321Q
NX 337Q・338Q
NX 280Q・300Q・320Q
NX 29Q・32Q
NX 367笂・417笂・467笂
NX 368笂・418

NX 261Q・277Q・260Q
NX 25Q・27Q

3 イ ホ 640 A GMTR 250・270・300
MTM 250・270・300

3 イ ホ 690 A GGOZ 24～32

3 イ ホ 640 A G

4 イ ヘ 540 A G 30 30

3 ロ ホ 600 B G 50 50

2 イ ホ 550 A G 50 50

2 イ ホ 620 A G

2 イ ヘ 620 A G

2 イ ホ 560 A G 50 50

2 イ ホ 610 A G

2 イ ホ 620 A G

3 イ ホ 500 C G

3 イ ホ 510 C G

3 イ ホ 500 C G

3 イ ヘ 690 A G

2 イ ヘ 650 C G

3 イ ホ 750 A G

3 イ ホ 740 C G

3 イ ホ 760 A G

GJ 24～30

NX 367笂Q・417笂Q・467笂Q
NX 368Q・418Q
NX 350竓・400竓・430竓
NX 35竓・40竓・43竓
NX 470竓～600竓
NX 46竓・53竓
NTX 467・507・557
NTX 460・500・46・50

3 イ ホ 750 C G

3 イ ホ 660 A G

3 イ ホ 670 A G

5 イ ホ 710 A G
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NTX 360・430・36・43

NTX 387・417・380・410
NTX 38・41
NTX 25

5 イ ヘ 710 A G

5 イ ヘ 680 A G

4 イ ヘ 610 A G

4 イ ヘ 630 A G

4 イ ヘ 690 A G

1 ロ ヘ 620 A G

TC74
に交換

NTX 25Q

3 イ ト 625 A GTZ 215窘・235窘・255・250
TZ 210窘・230窘,  TZ 240S

3 イ ト 620 A GTZ 255窘・285窘・305
TZ 250窘・280窘・300

NTX 270～340・287～347
NTX 30・31・33・34
NTX 28Q

NTX 27・28
NTX 250・267
NTX 28rops

ト ラ ク タ 型 式 トップ
リンク
取付穴

ロアー
リンク
取付穴

リフト
ロッド
取付穴

トップ
リンク
長さ（袢）

トップ
リンク
取付穴

ト ラ ク タ 部 の 調 整 作 業 機 側 ジョイント
切断寸法（袢）

4S

TC71M

3S

TC69

備　考ヒッチ
ピ　ン
取付穴

TX 261・281
TX 260・280

TX 260Q・280Q

TX 301・321
TX 300・320
TX 281Q・301Q・321Q
TX 280Q・300Q・320Q

TX 252

TX 272・253

TX 302・332・273～333

TX 252Q

3 イ ト 610 A GTZ 20窘・22窘・24窘・27

3 イ ト 610 A G 50 50TZ 27B・30窘

3 イ ト 610 A G 50 50NZ 215窘・235窘・265

3 イ ト 610 A G 50 50NZ 265B・305窘

3 イ ト 600 A G 70 70

3 イ ヘ 690 A G

2 イ ヘ 650 C G

3 イ ホ 750 A G

3 イ ホ 740 C G

4 イ ヘ 610 A G

4 イ ヘ 630 A G

4 イ ヘ 690 A G

1 ロ ヘ 620 A G

NZ 210・230・260
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時　　　間 項　　　　　　　　　　　目 参照ページ

新品　使用始め チェンケース（ギヤーケース）のオイル量点検 21

新品１時間使用後 全部のボルト、ナットを増し締め 21

漓チェンケース（ギヤーケース）のオイル交換 34
新品50時間使用後

毎日の作業前

毎日の作業後

150時間毎　又は
シーズン終了後

滷サポートハウジングのオイル交換 35

漓チェンケース（ギヤーケース）のオイル量、オイル漏れの点検 21

滷耕うん爪の取付ボルトの増し締め 28

澆ジョイントのグリスニップルへのグリス注入 21

潺地面から上げて空転での、異音、異常振動等、異常の点検 22

漓洗浄後、水分拭き取り 33

滷ボルト、ナット、ピン類の緩み、脱落の点検 21

澆耕うん爪の摩耗、爪ホルダの摩耗、折損の点検 27

潺入力軸へグリス塗布 33

潸ジョイントスプライン部へグリス塗布 33

澁ジョイント、ノックピンへ注油 21

澀可動部へ注油

漓ギヤーケースのオイルシール、パッキンの異常点検 34

滷チェンケース（ギヤーケース）のオイル交換とオイルシール、
パッキンの異常点検

34

澆サポートハウジングのオイル給油、シールの異常点検 35

潺ジョイントのシャフトへのグリス塗布 33

潸安全ラベルの剥がれの点検 5

澁無塗装部へのサビ止め

澀消耗部品の早期交換

点検整備一覧表
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使用中あるいは使用後の点検時に下表の異常が発生した場合、そのままにしておきますと故障、事故

の原因となります。

再使用せず、直ちに対策を行ってください。

本体各部

ギヤー　
ケース

チェン　
ケース

フレーム

症　　　状

異音の発生

オイル漏れ

異常な高温の発生

異音の発生

オイル漏れ

異常な高温の発生

エプロン作動不良

原　　　　　　因 対　　　　　策

ベアリングの損傷 ベアリング交換

ギヤーの損傷 ギヤー交換

べベルギヤーのかみ合い不良 シムで調節

入力軸：軸受け部オイルシールの損傷 オイルシール交換

液体パッキンの劣化 液体パッキン塗り直し

パッキンの劣化、損傷 パッキン交換

カバー取付ボルトのゆるみ ボルト増し締め

オイル量の不足 オイル補給

ベアリングの損傷 ベアリング交換

チェンテンショナの破損 テンショナ交換

スプロケットの損傷 スプロケット交換

ベアリングの損傷 ベアリング交換

軸付きシール、Oリングの劣化、損傷 軸付きシール、Oリングの交換

カバー取付ボルトのゆるみ ボルトの増し締め

オイル量の不足 オイル補給

ベアリングの損傷 ベアリング交換

エプロンヒンジ部のセンターが出ていない ボルトをゆるめて調節

可動部グリス切れ グリス注入

異常診断一覧表



56

耕うん軸

ジョイント

異音の発生

振動の発生

軸回転不良

オイル漏れ

残耕の発生

異常な土寄りの発生

異音の発生

軸受部のベアリングの損傷 ベアリング交換

耕うん爪取付ボルトのゆるみ ボルト締め付け

耕うん爪の変形によるカバーとの干渉 耕うん爪交換

耕うん軸の曲がり 耕うん軸交換

耕うん爪、爪軸へのワラ、草等のかかり ワラ、草等の除去

耕うん爪の配列不良 爪配列の点検

チェンの切損 チェン交換

駆動軸の折損 駆動軸交換

ギヤーの破損 ギヤー交換

クラッチの摩耗、破損 クラッチ交換

軸付きシールの損傷 軸付きシール交換

パッキン、Oリングの劣化、損傷 パッキン、Oリング交換

耕うん爪の摩耗、折損 耕うん爪交換

耕うん爪の配列不良 爪配列の点検

耕うん爪の配列不良 爪配列の点検

グリス切れ グリスアップ

ジョイント折れ角が不適格 マッチング姿勢の矯正

ローターの上げすぎ リフト量の規制

たわみ発生

スプライン部のガタ

シャフトのかみ合い幅不足 長いものと交換

ノックピンとヨークの摩耗 交換

本体各部 症　　　状 原　　　　　　因 対　　　　　策
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主な消耗部品一覧表

１台分個数

消耗部品は早めの交換をお勧めします。
弊社では、お客様に御迷惑が掛からないよう消耗部品を用意しておりますが、シーズンに
よっては特定の部品が品薄になる場合がございます。シーズン到来前の準備として、
消耗部品の事前確認をしていただき、早めの交換をお勧めします。

部品名 チェンケースシューズ 部品コード 5600047 １台分個数 １

部品名 サポートシューズ 部品コード 5100218

部品名

耕幅 150 160

160

170

170

180

180

190

190

220

220

150 160 170 180 190 200 220
56 56 64 64 72 72 －

部品名 ツメボルトASSY M14×47 単品コード 6550118 １台分個数 8

１台分個数
2
2

１台分個数

１台分個数

１台分個数

2
2

１台分個数 RL各16 RL各16

－

RL各18

RL各18

RL各18

RL各18

RL各20

－

－

－

セットコード

耕幅

備考

部品名

耕幅
１台分個数
セットコード

備考

備考

7645S

耕うん軸フランジタイプ共通

耕うん軸フランジタイプ共通

備考 耕うん軸ホルダタイプ　KJM用

備考

部品名

耕うん軸ホルダタイプ　KJL用

備考 耕うん軸ホルダタイプ共通

備考 各型式共通　R板厚12t L板厚16t

ツメボルトASSY M12×30

部品名 ツメボルトASSY M14×35

7645S

－

7646S

7699S

単品コード

7646S

7699S

0050036

7647S

－

200

200

RL各20

－

7647S

－

－

－

8

カイソクツメHS2590ZR
カイソクツメHS2590ZL

150
－
－

耕うん軸フランジタイプC仕様　KJL-C用

SツメS2510ZR
SツメS2510ZL

単品コード

単品コード

67781

50261

67782

50262

部品名
カイソクツメHS2560ZR
カイソクツメHS2560ZL

単品コード
67801
67802

150 160 170 180 190 200 220
－ － RL各16 RL各17 RL各18 RL各20 RL各21

150 160 170 180 190 200 220
28 30 32 34 36 40 42

－ － 7636S 7637S 7638S 7639S 7640S

部品名
カイソクツメHS2590ZR
カイソクツメHS2590ZL

単品コード 0050059

部品名 ツメボルトASSY M14×47 6550118

2
2

部品名
フィードカッターR 5100396
フィードカッターL 5100395

部品名
カイソクツメHS2590ZR
カイソクツメHS2590ZL

単品コード
67781
67782

単品コード

単品コード

単品コード

67781
67782

部品名
カイソクツメHS2660ZR
カイソクツメHS2660ZL

単品コード
67791
67792

１台分個数 １

備考 各型式共通

備考 各型式共通

耕幅 150 160 170 180 190 220
１台分個数 RL各14 RL各15 RL各16 RL各17 － －
セットコード

耕幅
１台分個数

耕幅
１台分個数

セットコード

7641S 7642S 7643S 7644S －

200
－
－ －
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アタッチメント一覧表
品　　名 コード 型　　式 適応作業機規格（単位）

4071279 R4-J3 KJM／KJL3 畦

4071472 R60D KJM／KJL１畦

4071496 SR16R-KJ KJM／KJL右側

4071497 SR16L-KJ KJM／KJL左側

【仕様】底幅12 × 表幅42 × 深さ25袍

【仕様】底幅 10～16 × 深さ10～30袍
前車仕様はリヤ－ヒッチが別途必要　※3割リヤカバーは別売

4072880 SDK40KJM-R KJM／KJL右側

4072879 SDK40KJM-L KJM／KJL左側

【仕様】あぜ際処理

4072894 SDK40S-KJM KJM／KJL右側

【仕様】あぜ際処理／整形器付

4070464 SS-M KJM／KJL右側

【仕様】あぜ際処理

4070678 KSD-41P KJM／KJL右側

【仕様】あぜ際処理

【仕様】底幅18 × 表幅60 × 深さ30袍
前車仕様はリヤ－ヒッチが別途必要　※3割リヤカバーは別売

0010020 RML18M KJM／KJL

4072849 RML18X KJM／KJL

4070041

注）アタッチメントは取付金具等の関係上、ローター型式を明示の上御注文ください。

PHMV19KJ KJM／KJL

【仕様】畦幅(70～150袍)／畦高さ(5～10袍)
リヤ－ヒッチ付の場合はリヤ－ヒッチを取外してマルチを取付け

【仕様】畦幅(70～150袍)／畦高さ(5～10袍)
前車は別途リヤ－ヒッチキットが必要

【仕様】畦幅(70～175袍)／畦高さ(25袍) エプロンを外さない場合はマルチヒッチKJMキット必要
リヤ－ヒッチ付の場合はリヤ－ヒッチを取外してマルチを取付け

用途

う
ね
立
て

あ
ぜ
際
処
理

マ
ル
チ

３連リッジャ

サイドリッジャ

うね立て器

サイドディスク

サイドディスクS

反射板付ディスク

サイドスキ

平畦マルチ

平高マルチ



注）アタッチメントは取付金具等の関係上、ローター型式を明示の上御注文ください。
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アタッチメント一覧表
品　　名 コード 型　　式 適応作業機規格（単位）

8054179 BK-J2 KJM／KJL

5370094 RH15J1 KJM16060角＊137

5370095 RH17J1 KJM／KJL170.18060角＊157

5380048 RH19J1 KJL190.20060角＊177

5380049 RH22J1 KJL22060角＊207

【仕様】尾輪の仕組み左右と取付ブラケットのセット

用途

尾
輪

ヒ
ッ
チ

尾輪キット

リヤ－ヒッチ



用　語　解　説

アタッチメント

作業機に後付けする部品

オートヒッチ

トラクタに乗ったままワンタッチで作業機を

装着できるヒッチ

クリープ

超低速の作業速度

耕深

耕うんする深さ

３点リンク

トラクタに作業機を装着するための３点で支

持を行うリンク

チェックチェン

トラクタに対し作業機が左右に振れる量を規

制するチェン

トップリンク

作業機を装着する３点のリンクのうち、作業

機の上部を吊り下げているリンク

揚　力

トラクタが作業機を上昇させるための力

ジョイント

トラクタの動力を作業機へ伝達するための軸

リフトロッド

トラクタが作業機を上げるためロアーリンク

と連結しているアーム

リリーフ弁

油圧装置に規定以上の油の圧力がかかり油圧

装置が破損することを防止する弁

ロアーリンク

作業機を装着する３点リンクのうち、作業機

の下部を吊り下げているリンクで、左右１本

ずつある

ポジションコントロールレバー

作業機を上げ下げするために使用するレバー

60






